
「自社を取り巻く経営環境」

を正確に分析し、戦略を科学しましょう！

中小企業憲章／中小企業･地域振興基本条例の策定に向けて

富山県中小企業家同友会　政策委員会


同友会三つの目的

『良い会社を作ろう』

『すぐれた経営者になろう』


いろいろな経営者の

経営事例報告を聞き、

みんなでディスカッションし、

“気付き”を得る場

気付き学んだことを自社に

持って帰って実践する‥・

すなわち

“学んで実践”を合言葉に

経営者が学び検証し合う場

同友会での会員としての活動

『経営環境を改善しよう』


経営環境とは？

強み

内部環境

弱み

機会（追い風）　

  外部環境

脅威（向かい風）

経営を阻害する外部からの

要因（阻害要因）に着目しよう

その阻害要因を排除／軽減するには？

中小企業の存在をアピールし、

地位の向上を図ること

『中小企業ありき』の姿勢の確立

中小企業憲章

中小企業振興基本条例

同友会という団体としての運動


記入日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業種　　　　　　　　　　　　　　　　

企業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

　 業　 種：□農業　□林業　□漁業　□鉱業　□建設業　□製造業　□電気･ガス･熱供給･水道業　　□情報通信業　□運輸業　□卸売･小売業　□金融･保険業　□不動産業　□飲食店、宿泊業　　　　□医療、福祉　□教育、学習支援業　□複合サービス業　□サービス業(他に分類されないもの)

　 社 員 数 ：□0～4　□5～9　□10～29　□30～49　□50～99　□100～199　□200～299　□300～

１．自社のプロフィールと地域・業界でのポジション

1 プロフィール（業種の詳細・社員数・資本金額・自社の特徴・売上とその動向 など）


2 地域での位置づけ（同業種の事業所数・自社のポジション など）


２．地域・業界をめぐる動向と自社の経営環境

1 地域と業界をめぐる動向（地域の同業他社・業界をめぐる全国的動向 など）


　　

2 自社の経営環境に係わる変化（経営環境はどのように良くなっているか、悪化しているか）

３．自社の方向性と経営環境改善の課題

1 自社の方向性（どのような経営戦略、経営方針を持って経営に取り組んでいるのか）


2 経営戦略を実施する上で、自社内で解決すべき問題点


3 経営戦略を実行する上で、自社だけでは解決出来ない問題点


４．自社だけでは解決できない問題や課題は？　→　政策提言につなげよう！
1 ３―③を解決するためには、どんな取り組みがあったらいいと思いますか（自由に記入ください）

2 行政や金融機関などに望むこと

3 業界、経済団体（中小企業家同友会）として取り組むこと


　経営環境レポート　　参考資料
１．自社のプロフィールと地域・業界でのポジション

1 プロフィール（業種の詳細・社員数・資本金額・自社の特徴・売上とその動向 など）

2 地域での位置づけ（同業種の事業所数・自社のポジション など）

２．地域・業界をめぐる動向と自社の経営環境

1 地域と業界をめぐる動向（地域の同業他社・業界をめぐる全国的動向 など）

2 自社の経営環境に係わる変化（経営環境はどのように良くなっているか、悪化しているか）

〔参考になるキーワード〕

低価格化、競争激化、不況、廃業･倒産、企業数の減少、人口減少、市場縮小、原材料値上、燃料値上、原油の高騰、原材料の安定供給、民間需要の停滞、輸入品の増加、異業種参入、大手参入、新規参入、海外生産、人材不足、技術者不足、後継者問題、業界の信頼性、業界体質が古い、業界再編、二極化、金利負担、大手の合併、規制緩和、規制強化、海外市場拡大、好調、市場拡大、安定、短サイクル化、高品質、差別化、インターネットの普及、情報化、国際化、安全性、技術革新、技術進歩 など

３．自社の方向性と経営環境改善の課題

　①　自社の方向性（どのような経営戦略、経営方針を持って経営に取り組んでいるのか）

②　経営戦略を実施する上で、自社で解決すべき問題点

〔参考になるキーワード〕

経営指針の成文化、戦略の強化、経営方針の徹底、新技術や商品開発などの経営革新、自立する体制、企業間ネットワーク、新規受注の確保、新商品の企画･提案、新分野への進出、新規事業の立ち上げ、付加価値の増大、得意分野の絞込み、企業の成長･発展、財務体質強化、産学官金の連携、国際化、IT化、情報収集力強化、法令順守、地域密着、地球環境保全、企業風土･社内環境整備、働きやすい職場づくり、社員と協力し合う組織づくり、社員教育、研修制度、技術の伝承、社員の成長･自律、社員の雇用形態、人材の採用、後継者の育成、顧客との信頼関係を構築、正当な評価、正当な取引関係、地位の向上、持続可能な企業づくり など
③　経営戦略を実施する上で、自社だけでは解決できない問題点

〔参考になるキーワード〕

地域経済の活性化、国内消費の促進、中小企業の成長･活性化、中小企業への支援、中小企業に対する正当な評価、学校教育、学力向上、人材採用･育成への支援、建築基準法改定、地球環境問題、規制緩和、規制強化、大手企業の介入、不当な価格競争の排除、東京一極集中への批判、外国人労働者問題、税制度の見直し、金融問題、持続可能な社会 など

４．自社だけでは解決できない問題や課題は？

①　自社の自助努力だけでは解決できない事柄
②　自治体や国など行政や金融機関に望むこと

②　業界、経済団体（中小企業家同友会）として取り組むこと

〔参考になるキーワード〕

中小企業は、地域経済と日本経済を担い、国民生活を豊かにしていく重要な役割があるが、法律や諸制度の改正については、国や地方自治体は、中小企業への影響などを事前に考慮して立案する必要がある。
親会社や取り引き先からの不当な要求や対応など、商習慣の改善。学校教育でも中小企業の果している役割や重要性について正しく教育し、中小企業のイメージを変える。など　政策提言につながる内容
富山県中小企業家同友会　　　経営環境レポート


ポイント　①地域を見つめ、業界の現状と自社のポジション（位置）を再確認します。


　　　　　　②外部環境を改善（成長阻害要因の軽減・排除）していくための課題は何かを考えます。


　　　　　　③提出頂いたレポートを基に、業種別に分析し、学習会・例会に活かします。また、行政･


金融･他団体等と懇談会を行う時に使用する資料といたします。











